
【注意事項】
１　審査開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないでください。

２　解答用紙（マークシート）は２枚あります。切り離さないでください。

３　解答用紙（マークシート）は，２枚それぞれに下記に従って記入してください。
○　記入は，HBの鉛筆を使用し，該当する の枠からはみ出さないよう丁寧
にマークしてください。

　	 マーク例
	 （良い例）

	 	 （悪い例）　　　　　
○　訂正する場合は，消しゴムで完全に消してください。
○　氏名，受審する教科・科目，受審種別，受審番号を，該当する欄に記入してく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　また，併せて，右の例に従って，受審番号を   
　マークしてください。

※　正しくマーク（正しい選択問題への解答及び
　マーク）していないと，正確に採点されません
　ので，注意してください。　　　　　　　　　　　　　　  　記入例

                                                    　　　　　　　  （受審番号１２３４５の場合）
４　解答は，解答用紙（マークシート）の解答欄をマークしてください。例えば， 解
答記号 ア と表示のある問いに対して bと解答する場合は，下の（例）のよ
うにアの解答欄の をマークしてください。

（例）

　　なお，一つの解答欄に対して，二つ以上マークしないでください。

５　筆記審査（専門教養）が終了した後，解答用紙（マークシート）のみ回収します。
監督者から指示があれば，この問題冊子を，各自，持ち帰ってください。 
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筆記審査（専門教養）
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第１問　運動領域及び競技の用語に関して，次の１〜７の問いに答えなさい。

１　次の表は，器械運動におけるマット運動の技の例を示したものである。表中の
（　　　）に該当する技の名称を，下のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ア

系 技群 グループ
基本的な技

（主に中１・２で例示）
発展技

回
転
系

ほ
ん
転

倒立回転・	
倒立回転跳び

側方倒立回転

（　　　　　）

側方倒立回転跳び1/4ひねり（ロン
ダート）
前方倒立回転 前方倒立回転跳び

はねおき 頭はねおき

ａ　後転倒立
ｂ　補助倒立
ｃ　倒立ブリッジ
ｄ　頭倒立
ｅ　倒立

２　バスケットボールにおいて，味方を壁にして，自分の防御者の動きを止める攻撃方法
の名称を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 イ

ａ　ポストプレイ　　　　　ｂ　ターンオーバー　　　ｃ　バイオレーション
ｄ　カットインプレイ　　　ｅ　スクリーンプレイ

３　ソフトボールにおいて，投手の投球と同時に走者が次塁へスタートを始め，それに合
わせて打者がその投球をすかさず打つ戦術の名称を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。

ウ

ａ　タッチアップ　　　　　ｂ　セーフティバント　　ｃ　送りバント
ｄ　ヒットエンドラン　　　ｅ　犠牲フライ

４　バレーボールにおいて，スパイカーがセッターの後ろ１m程度の距離からバックトス
で，スパイクするクイック攻撃の名称を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 エ

ａ　Ａクイック　　　　　　ｂ　Ｂクイック　　　　　ｃ　Ｃクイック
ｄ　Ｄクイック　　　　　　ｅ　セミクイック
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５　柔道において，投げ技の基本動作のうち，「踵を軽く浮かせ足の裏で畳を擦るように
して移動する進退動作」を示す名称を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 オ

ａ　崩し　　ｂ　すり足　　ｃ　歩み足　　ｄ　体さばき　　ｅ　継ぎ足

６　水泳において，腕のかきに合わせて，体の中心線を軸に上半身を回転させて，ひねる
ような動作を示す名称を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 カ

ａ　ローリング
ｂ　グライド
ｃ　ストリームライン
ｄ　プル
ｅ　リカバリー

７　次の図は，フォークダンスの組み方を模式的に示したものである。図の組み方を示す
名称を，下のａ〜ｅから一つ選びなさい。 キ

ａ　バルソビアナポジション　　　　　ｂ　プロムナードポジション　　
ｃ　オープンポジション　　　　　　　ｄ　クローズドポジション
ｅ　ショルダーウエストポジション
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第２問　競技に関するルールについて，次の１〜８の問いに答えなさい。

１　次の文は，陸上競技の「トラック競技」に関する基本的なルールについて述べたもの
である。正しくないものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ア

ａ　短距離走・中距離走では，「位置について（on your marks）」「用意（set）」の合図
のあと，ピストルの出発合図でスタートする。

ｂ　１回でも「最終の用意の姿勢をとった後，信号器の発射音を聞くまでにスタート動
作を開始」した競技者は失格となる。

ｃ　リレー競走では，バトンの受け渡しは20mのテークオーバーゾーン内で完成させな
ければならない。次の走者はその手前10m以内の地点からスタートをしてもよい。

ｄ　リレー競走では，バトンを落としたときは，その走者がひろって継続しなければな
らない。この場合は自分のレーンから離れてもよい。

ｅ　ハードル走では，ハードルを越える瞬間に，足または脚がハードルをはみ出て（ど
ちら側でも）バーの高さより低い位置を通ったとき失格となる。

２　次の文は，陸上競技の「フィールド競技」に関する基本的なルールについて述べたも
のである。正しくないものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 イ

ａ　走り幅跳びでは競技者が跳躍しないで走り抜けたり，跳躍の際に身体のどこかが踏
み切り線の先の地面に触れたりした時は，無効試技となる。

ｂ　走り幅跳びの着地の際，砂に残った最も近い痕跡よりも踏み切り線に近い砂場の外
の境界線または，地面に触れた時は，無効試技となる。

ｃ　走り幅跳びでは，平均秒速1.5mを超える風が跳躍方向へ吹いていたと測定された場
合，記録は公認されない。

ｄ　走り高跳びでは競技者は片足で踏み切らなければならない。
ｅ　走り高跳びでは跳び越える時，競技者には関係のない力（例えば突風）によって
バーがバー止から外れた場合は，競技者がバーに触れないで跳び越えた後であれば，
その試技は成功とする。

３　次の文は，水泳のルールのうち平泳ぎのルールについて述べたものである。正しくな
いものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ウ

ａ　つねにうつぶせで泳がなければならない。
ｂ　両手は一緒に胸の位置から前方へ揃えて伸ばして，水をかかなければならない。
ｃ　泳ぎのサイクルは１かきと１蹴りの組み合わせでおこなわなければならず，この動
作中に頭の一部が水面上に出なければならない。

ｄ　両脚の動作は，同時に，左右対称でなければならず，交互に動かしてはならない。
ｅ　両足のけりは，後方の内側に向かわなければならない。
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４　次の文は，ソフトテニスのサービスに関するルール（ダブルス）について述べたもの
である。正しくないものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 エ

ａ　サービスは２回打つことができ，第１サービスを失敗したときは第２サービスがで
きる。

ｂ　ゲーム開始のサービスは，センターマークの左側から対角の相手側サービスコート
に入れる。その後は，１ポイントごとに交互に位置を替える。

ｃ　パートナー同士が２点ずつ交互におこない，同一ゲーム中はサービスの順番を変え
ることはできない。

ｄ　サービス時，サーバーのパートナーは自分のコート上ならどこにいてもよい。
ｅ　ネットやネットポスト（支柱）にふれてサービスコートに入った場合は，サービス
をやり直す（レット）。

５　次の文は，卓球のルールのうち，レット（プレイのやり直し）となる場合について述
べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 オ

ａ　サービスやレシーブの順序，エンドの誤りが発見された。
ｂ　レシーブ側コートにワンバウンドした後に，ボールが相手の体に当たった。
ｃ　主審のコール前にサービスをした。
ｄ　レシーバーが用意する前にサービスをした。
ｅ　他のボールでプレイが妨害された。

６　次の文は，サッカーの基本的なルールについて述べたものである。正しくないものを，
次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 カ

ａ　直接フリーキックに相当する反則を，自陣のペナルティエリア内で行った場合，相
手側のペナルティキックとなる。

ｂ　主審が危険と判断するプレイを選手がした時，直接フリーキックとなる。
ｃ　ボールが，攻撃側のプレイヤーに最後に触れてゴールラインを完全に越えて外に出
たとき（ただしゴール内はゴールインである），ゴールキックとなる。

ｄ　ボールが，防御側のプレイヤーに最後に触れてゴールラインを完全に越えて外に出
たとき（ただしゴール内はゴールインである），コーナーキックとなる。

ｅ　スローインを行う際，異なる地点から行うと違反となり，相手側のスローインとな
る。
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７　次の文は，ハンドボールの基本的なルールについて述べたものである。正しくないも
のを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 キ

ａ　攻撃側プレイヤーの明らかな得点チャンスを，相手チームのプレイヤーが反則して
妨害した場合は，７mスローとなる。

ｂ　パッシブプレイ（消極的な攻撃）は，相手方のフリースローとなる。
ｃ　ボールがサイドラインからコート外に出たとき，ボールを出した反対側のチームが
スローインを行う。

ｄ　スローインする際には，ボールが出た地点のサイドラインから実施するが，ライン
を踏んではいけない。

ｅ　ゴールキーパー，または攻撃側プレイヤーに触れて，アウターゴールラインを越え
てボールが出たとき，ゴールキーパースローとなる。

８　次の文は，剣道の基本的なルールについて述べたものである。正しくないものを，次
のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ク

ａ　１回でも相手の足を払ったり，相手の竹刀を握ったりすると反則負けとなる。
ｂ　相手が竹刀を落した直後の打突は有効打突となる。
ｃ　自分の剣先が相手を制している場合，打突は無効となる。
ｄ　充実した気勢，適正な姿勢をもって，自分の竹刀の打突部で，相手の打突部位を刃
すじ正しく打突し，残心あるものが有効打突となる。

ｅ　打突部位は，面部，小手部，胴部，突部（中学生以下は禁止）である。
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第３問　次の１・２の問いに答えなさい。

１　運動技能のポイントについて，次の（1）〜（4）の問いに答えなさい。

（1）　次の文は，水泳における「バタフライ」の技能ポイントについて述べたものであ
る。内容として適切でないものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ア

ａ　脚のけり下ろし動作は，腰，膝を柔らかく伸ばした脚を，太ももから徐々に足先
に力が加わるように力強く打ち，その反動で腰を水面近くに近づける。

ｂ　脚でけり終わった後，上方へ戻す動作は，水面に近づけた腰を沈めながら伸ばし，
その反動で脚を伸ばして戻す。

ｃ　腕の動作は，入水後，腕を伸ばし，手のひらを平らにして水を押さえながら横に
開き出し，腕を曲げ始める。

ｄ　手のひらと前腕で水をかき，左右の手先は胸の下で大きく離れるようにして，太
ももに触れるまでかき進める。

ｅ　両腕のかき始めからかき終わりにかけて呼気し，両腕を水面上に抜き上げる動作
から，肩の横に戻すまでの間に吸気する。

（2）　次の文は，バスケットボールにおける「ランニングシュート（レイアップ）」の技
能ポイントについて述べたものである。内容として適切でないものを，次のａ〜ｅか
ら一つ選びなさい。 イ

ａ　空中でボールをキャッチしたあと，１歩目は大きくとる。
ｂ　目をゴールに向けて上体を起こす。
ｃ　２歩目は１歩目よりさらに大きく踏み出す。
ｄ　膝を高く引き上げて，思い切りジャンプする。
ｅ　リングにそっと置くようにシュートする。

（3）　次の文は，バドミントンにおける「オーバーヘッドストロークからのショット（ス
マッシュ）」の技能ポイントについて述べたものである。内容として適切でないもの
を，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。	 ウ

ａ　ネットに対して半身（90度）に構える。
ｂ　後ろ足に体重を乗せる。
ｃ　肩→肘→手首→ラケットの順に正面に戻す。
ｄ　打点はほぼ頭の上で，インパクトのときのラケット面は，やや上向きになる。
ｅ　打球後，前腕を内側にひねる。
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（4）　次の文は，剣道のしかけ技の「小手−面」の技能ポイントについて述べたもので
ある。内容として適切でないものを，次のａ〜ｅのうちから一つ選びなさい。	

エ

ａ　小手を打つ際は，相手の右小手を打つ。
ｂ　小手を打った後は，素早く左足を引きつける。
ｃ　相手が手元を下げて小手打ちを防いだら，即座に面を打つ。
ｄ　面を打つ際は，左足で踏み込む。
ｅ　面を打つ際は，自分の竹刀の物打で相手の面部を打つ。

２　体育理論について，次の（1）〜（3）の問いに答えなさい。

（1）　次の文は，スポーツの文化的特性について述べたものである。文中の（　①　）
〜（　⑤　）に該当する最も適切な語句の組み合わせを，下のａ〜ｅから一つ選びな
さい。 オ

　「走る」「跳ぶ」などといった一連の運動は動物にもみられます。しかし，私たち人
間は，このような素朴な運動に対して，それぞれの（　①　）の中で望ましいと思わ
れる明確な（　②　）や考え方にもとづき目標を与え，ある一定の（　③　）や条件
のもとで競争する運動の工夫としてスポーツの文化を考え出しました。そして，これ
らの目標や条件のもとで，もっとも合理的な行動の型（パターン）として技術や
（　④　）を生み出したのです。また，それを支える施設や（　⑤　）なども工夫し，
発展させてきました。

ａ　①　社会　　②　思想　　③　ルール　　④　戦術　　⑤　用具
ｂ　①　社会　　②　倫理　　③　規範　　　④　戦術　　⑤　用具
ｃ　①　集団　　②　倫理　　③　ルール　　④　戦略　　⑤　環境
ｄ　①　社会　　②　倫理　　③　ルール　　④　戦略　　⑤　用具
ｅ　①　集団　　②　思想　　③　規範　　　④　戦略　　⑤　環境
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（2）　次の文は，運動やスポーツの効果的な学習の仕方について述べたものである。文
中の（　①　）〜（　⑤　）に該当する最も適切な語句の組み合わせを，下のａ〜ｅ
から一つ選びなさい。 カ

　陸上競技，水泳，器械運動などでは，（　①　）する相手から直接影響を受けるこ
とが少なく，解決すべき課題やそれに対応する技術は大きく変化しません。このよう
に安定した環境の中で用いられる技術を（　②　）といいます。（　②　）の練習で
は，速さ，正確さ，安定性，効率性などを目標にして同じ（　③　）で繰り返し練習
することが大切です。球技や武道などのように，たえず（　④　）する状況のなかで
用いられる技術を（　⑤　）といいます。（　⑤　）の練習では，（　④　）する状況
の中で解決すべき課題を設定して練習することが大切です。

ａ　①　変化　　　　　　　　②　オープンスキル　　　③　環境　　④　競争
　　⑤　クローズドスキル
ｂ　①　競争　　　　　　　　②　クローズドスキル　　③　条件　　④　変化
　　⑤　オープンスキル
ｃ　①　競争　　　　　　　　②　オープンスキル　　　③　環境　　④　変化
　　⑤　クローズドスキル
ｄ　①　変化　　　　　　　　②　オープンスキル　　　③　条件　　④　競争
　　⑤　クローズドスキル
ｅ　①　変化　　　　　　　　②　クローズドスキル　　③　環境　　④　競争
　　⑤　オープンスキル

（3）　次の文は，オリンピック・パラリンピックについて述べたものである。正しくな
いものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。 キ

ａ　たがいに重なり合う５つの輪で表される「オリンピック・シンボル」は，世界の
５つの大陸の団結と世界の人々が集うことを表している。

ｂ　パラリンピックは，夏季大会と冬季大会があり，それぞれ４年に１度，オリン
ピック終了後にオリンピック開催都市で行われている。

ｃ　パラリンピックは，現在では，競技性の高いスポーツ大会へと発展し，「もう一
つの（Parallel）＋オリンピック（Olympic）」と呼ばれるようになっている。

ｄ　1964年のオリンピック東京大会が終わった後に，車椅子競技大会が開催された。
この大会を「Paraplegia（脊髄障害による下半身麻痺者）」のオリンピックとして
「パラリンピック」と名付けた。
ｅ　オリンピックに女性が参加したのは，1900年の第２回パリ大会からである。日本
の女性がオリンピックに参加したのは，1932年ロサンゼルス大会からである。
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第４問　保健について，次の１〜５の問いに答えなさい。

１　次の文は，妊娠・出産について述べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅか
ら一つ選びなさい。 ア

ａ　卵管で受精した卵子（受精卵）は細胞分裂を繰り返しながら子宮へ運ばれ，およそ
１週間で子宮内膜に付着して，胎盤をつくり始める（着床）。

ｂ　妊娠が確認できるころには，すでに胎児の脳や心臓など各器官の形成が始まってお
り，この時期の母体の健康を守ることは，胎児の成長にとっても大切である。

ｃ　母体は，胎盤とへその緒を通じて胎児の生存・成長に必要な酸素や栄養分を送り，
二酸化炭素や老廃物を受け取っている。

ｄ　出産が近づくと陣痛が始まり，妊婦が陣痛にあわせて腹圧をかけると，胎児はその
圧力により膣（産道）を通って母体の外に押し出される（出産）。

ｅ　出産後は，６〜８か月かかって，子宮をはじめ変化していた母体の機能が回復して
いき，やがて排卵も月経も始まる。

２　次の文は，応急手当について述べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅから
一つ選びなさい。 イ

ａ　呼吸がない場合や，呼吸の有無がはっきりしない場合は，ただちに人工呼吸を行う。
ｂ　出血をしている場合には，通常，ガーゼなどを傷口にあてて圧迫する直接圧迫法を
行う。

ｃ　骨折の疑いがある場合は，骨折部が動かないよう固定する。
ｄ　捻挫や打撲の手当は，安静，冷却，圧迫，挙上を基本に進める。
ｅ　熱中症が疑われる場合は，休息，冷却，水分補給が基本となる。

３　次の文は，薬物乱用について述べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅから
一つ選びなさい。 ウ

ａ　薬物乱用とは，違法な薬物を使用したり，医薬品などを本来の目的から外れて使用
したりすることをいう。

ｂ　乱用される薬物は，脳に作用し，脳を異常に興奮させたり抑制したりするため心身
に大きな害をもたらす。

ｃ　１回だけの薬物使用では，呼吸困難やけいれん発作が発生する程度で，死に至るこ
とはなく，長期の使用が問題となる。

ｄ　薬物乱用者は，幻覚や妄想から身近な人たちに暴力をふるったり，薬物を手に入れ
るために盗みを働いたりすることもある。

ｅ　薬物の使用をやめていても強いストレスなどにより，幻覚など乱用時と同じ症状が
出る場合がある（フラッシュバック）。
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４　次の文は，食品の安全について述べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅか
ら一つ選びなさい。 エ

ａ　生産過程では，飼料の安全性の確保や農薬の使用規制などが求められる。
ｂ　製造・加工過程では，容器・包装などの安全性や食品添加物の規制が求められる。
ｃ　保存・流通過程では，食品汚染への対策や品質の衛生管理が求められる。
ｄ　保健所の環境衛生監視員が，食品工場や飲食店などの監視・指導を行っている。
ｅ　食品衛生法により，原材料，消費期限または賞味期限，保存方法等の表示が義務付
けられている。

５　次の文は，健康増進法について述べたものである。正しくないものを，次のａ〜ｅか
ら一つ選びなさい。 オ

ａ　「健康日本21」を支える法律として2011年に制定された。
ｂ　国民の健康づくりや病気予防をさらに積極的に推進することが目的である。
ｃ　国民の責務として，国民は健康な生活習慣の重要性に対する関心と理解を深め，生
涯にわたって，自らの健康状態を自覚するとともに，健康増進に努めなければならな
いことが示されている。

ｄ　都道府県，市町村は住民の健康増進計画を策定することを定めている。
ｅ　国民健康・栄養調査を実施することや受動喫煙を防止することを定めている。
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第５問

１　次の文は，平成30年２月２日　心のバリアフリー学習推進会議より報告された「学校
における交流及び共同学習の推進について～「心のバリアフリー」の実現に向けて～」
の一部である。文中の ア ～ エ に該当する語句を，それぞれ下のａ～
ｄから一つ選びなさい。

（１）交流及び共同学習に関する基本的な考え方
〇　幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び中等教育学校（以下
「小・中学校等」という。）並びに特別支援学校が行う，障害のある児童生徒等と
障害のない児童生徒等の交流及び共同学習は，障害のある児童生徒等にとっても，
障害のない児童生徒等にとっても，経験を深め，社会性を養い，豊かな人間性を
育むとともに，お互いを ア し合う大切さを学ぶ機会となるなど，大きな
意義を有する。

〇　このような交流及び共同学習は，学校卒業後においても，障害のある児童生徒
等にとっては，様々な人々と共に助け合い支え合って生きていく力となり，積極
的な イ につながるとともに，障害のない児童生徒等にとっては，障害の
ある人に自然に言葉をかけて手助けをしたり，障害のある人に対する支援を行う
場に積極的に参加したりする行動や，人々の ウ を理解し，障害のある人
と共に支え合う意識の醸成につながり，さらに，児童生徒等の成長を通じてその

エ の意識の向上も促すなど，社会における「心のバリアフリー」の実現
に資するものである。

ア 　ａ　理解　　　　　　　　　ｂ　尊重　　　　ｃ　尊敬　　　　ｄ　注目
イ 　�ａ　コミュニケーション　　ｂ　就労　　　　ｃ　社会参加	 	

　ｄ　生活態度
ウ 　�ａ　多様な在り方　　　　　ｂ　障害特性　　ｃ　長所短所	 	

　ｄ　基本的人権
エ 　�ａ　支援者　　　　　　　　ｂ　保護者　　　ｃ　教職員	 	

　ｄ　関係者
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２　次のグラフは「平成29年度　高知県の特別支援教育資料」の「５　年度別特別支援学
級数」をもとに，平成19年度と平成29年度の障害種別の設置状況割合を示したものであ
る。①～④に該当する障害種について適切な組み合わせを，下のａ～ｄから一つ選びな
さい。 オ

（％）

平成19年度

平成29年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①
38.5

②
13.8

④
32.6

③
5.7

3.4

1.5

5.1

3.50.2

0.9

②
7.4

③
9.8

④
45.8

①
31.8

ａ　①　自閉症・情緒障害　　②　肢体不自由　　③　病弱・身体虚弱
　　④　知的障害
ｂ　①　知的障害　　　　　　②　肢体不自由　　③　病弱・身体虚弱
　　④　自閉症・情緒障害
ｃ　①　自閉症・情緒障害　　②　肢体不自由　　③　病弱・身体虚弱
　　④　聴覚障害
ｄ　①　聴覚障害　　　　　　②　肢体不自由　　③　病弱・身体虚弱
　　④　知的障害
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３　次の文は，文部科学省の「学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の公布につい
て（通知）（平成28年12月９日）」の「Ⅲ　留意事項　第１　高等学校における通級によ
る指導の制度化関係　２　実施形態について」の一部である。文中の（　ア　）～
（　ウ　）に該当する障害種について適切な組み合わせを，下のａ～ｄから一つ選びな
さい。 カ

　通級による指導の実態形態としては，①生徒が在学する学校において指導を受ける
「（　ア　）」，②他の学校に週に何単位時間か定期的に通級し，指導を受ける	
「（　イ　）」，③通級による指導の担当教員が該当する生徒がいる学校に赴き，又は複
数の学校を巡回して指導を行う「（　ウ　）」が考えられる。実施に当たっては，対象
になる生徒の人数と指導の教育的効果との関係性，生徒や保護者にとっての心理的な
抵抗感・通学の負担・学校との相談の利便性，通級による指導の担当教員と通常の授
業の担任教員との連絡調整の利便性等を総合的に勘案し，各学校や地域の実態を踏ま
えて効果的な形態を選択すること。

ａ　ア　自校学習　　　　イ　他校学習　　ウ　巡回相談
ｂ　ア　自校通級　　　　イ　他校通級　　ウ　巡回指導
ｃ　ア　個別学習　　　　イ　定期通級　　ウ　巡回学習
ｄ　ア　特別支援学級　　イ　他校通級　　ウ　巡回相談
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ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 c e d c b a b
配点 4 4 4 4 4 4 4
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 a/c c e b b b d a
配点 4 4 4 4 4 4 4 4
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 d c d d a b e
配点 5 5 5 5 5 5 5
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 e a c d a
配点 5 5 5 5 5
備考

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ
正答 b c a b b b
配点 4 4 4 4 7 7
備考
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